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『まるでお母さまのお着物のような
桜色…』清霞から桜柄の着物を
贈ってもらう

花との再会を協力してくれた、五
道に感謝の気持ちを伝えるため
家に招く

清霞のお陰で五道にお礼をする
ことができた！

清霞の職場にお弁当を届けに行く

お守りを忘れたことに気づく！
猛スピードで来た車にかどわかさ
れてしまう

香耶『言えええええ‼』

美世を救出し、斎森家を後にする

清霞『本当に、美世が無事で良
かった』

全焼で屋敷を失った香耶は奉公
に出されることに

目を覚ますと斎森家の蔵の中にい
た。目の前には継母の香乃子と異
母妹の香耶

清霞がやきもちを焼いている

香耶『私の方が久堂家の嫁に相
応しいじゃない！』

清霞『いいな。何があっても、私が必ず駆けつける』

勇気を出して次のセリフを言う。『わたしが…旦那さまの
…久堂清霞の婚約者です。絶対に、譲れません！』
勇気を出して次のセリフを言う。

蔵の重い扉が開く音。清霞が助けに来てくれた！

香耶になりきって、指定のお相手に
『旦那さまとの縁談をお断りします』と言わせる

香耶になりきって、指定のお相手に
と言わせる

ゆり江が見守るなか、婚約の手続きをする
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みんなに「がんばったね」と言ってもらう
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第二章 ふたりの絆篇


